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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
一
郎
・
千
歳
市

議
会
議
長
）
は
７
月
５
日
、
東
京

・
全
国
都
市
会
館
で
理
事
会
を
開

催
し
、
基
地
対
策
関
係
施
策
の
充

実
強
化
に
関
す
る
要
望
を
ま
と
め

た
。６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
財
政

運
営
戦
略
で
は
、
国
の
財
政
健
全

化
に
向
け
抜
本
的
な
改
革
に
着
手

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

年
末
の
政
府
予
算
編
成
に
向
け

て
、
厳
し
い
折
衝
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
重
点
要
望
と
し
て

▽
総
務
省
所
管
の
基
地
交
付
金
・

調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保
等
▽

防
衛
省
所
管
の
基
地
周
辺
対
策
経

費
の
所
要
額
確
保
等
―
―
な
ど
を

掲
げ
た
。

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会
長
ら

に
よ
る
実
行
運
動
班
を
編
成
し
、

基
地
対
策
関
係
の
予
算
確
保
に
向

け
、
糸
川
正
晃
・
民
主
党
副
幹
事

長
に
面
談
、
要
望
す
る
な
ど
関
係

方
面
に
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
総
務
省

自
治
税
務
局
の
後
藤
篤
二
・
固
定

資
産
税
課
長
と
防
衛
省
地
方
協
力

局
の
�
�
行
成
・
地
方
協
力
企
画

課
長
が
基
地
対
策
関
係
予
算
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
（
会
長
�
住
野
勝
美
・
明
石
市

議
会
議
長
）
は
７
月
６
日
、
東
京
・

全
国
都
市
会
館
で
総
会
を
開
催
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行

い
、
新
会
長
に
三
島
進
・
松
江
市

議
長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、
平

成
２３
年
度
公
営
交
通
事
業
関
係
予

算
に
関
す
る
要
望
を
決
定
し
た
。

公
営
交
通
事
業
は
、
運
輸
事
業

の
規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
の
促
進

や
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
過
疎
化

の
進
行
な
ど
地
域
交
通
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

利
用
者
の
全
国
的
な
減
少
な
ど
に

よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
経
営
状
況

が
続
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
要
望
に
は
▽
地
方
交

付
税
に
よ
る
財
政
措
置
の
充
実
強

化
▽
地
域
住
民
の
バ
ス
路
線
維
持

及
び
生
活
交
通
確
保
の
財
政
措
置

強
化
―
―
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

こ
れ
ら
要
望
の
実
現
を
求
め
、

総
会
の
翌
７
日
に
は
三
島
新
会
長

と
住
野
前
会
長
が
、
岡
本
充
功
・

民
主
党
副
幹
事
長
ら
に
面
談
す
る

な
ど
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
当
日
は
、
総
務

省
自
治
財
政
局
の
笠
井
敦
・
公
営

企
業
経
営
企
画
室
長
が
「
公
営
交

通
事
業
の
現
状
と
課
題
」
、
国
土

交
通
省
自
動
車
交
通
局
の
黒
岩
勉

・
旅
客
課
長
補
佐
が
「
バ
ス
行
政

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
住
谷
幸
伸
・
高
松
市

議
会
議
長
）
は
７
月
１
日
、
高
松
市

内
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

会
議
を
開
き
、
高
速
道
路
建
設
促

進
に
関
す
る
要
望
を
ま
と
め
た
。

高
速
自
動
車
国
道
は
、
流
通
や

観
光
な
ど
の
経
済
効
果
に
よ
っ
て

各
地
方
が
個
性
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
と
と

も
に
、
広
域
救
急
医
療
や
災
害
時

の
緊
急
輸
送
な
ど
に
資
す
る
「
命

の
道
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
規
格
幹
線
道
路
網

１
万
４
０
０
０
�
の
供
用
率
は
依

然
と
し
て
６
割
台
に
過
ぎ
な
い
。

高
速
道
路
は
未
開
通
区
間
（
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
グ
）
が
解
消
さ
れ
て

こ
そ
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
存
の
高

速
道
路
の
有
効
的
な
活
用
を
促
す

た
め
に
も
、
一
刻
も
早
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
完
成
が
待
た
れ
る
。

そ
の
た
め
要
望
で
は
▽
地
域
高

規
格
道
路
の
整
備
促
進
の
予
算
確

保
▽
高
速
道
路
新
料
金
制
度
の
全

国
一
律
の
体
系
▽
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
促
進
―
―

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1766号７月１５日平成22年
（2010年）

公
営
交
通
議
長
会
が
総
会

新
会
長
に
松
江
市
議
長
を
選
任

交
付
金
の
所
要
額
確
保

基
地
協
が
理
事
会
後
実
行
運
動

高
速
道
路
の
建
設
促
進
を

高
速
協
議
会
が
役
員
会
を
開
催

三島進・新会長（松江市）岡本充功・民主副幹事長（左）に面談する新旧会長

住谷幸伸・高速協会長
（高松市）

糸川正晃・民主副幹事長（左から５人目）に要望する実行運動班

基
地

調
整

（１） 平成２２年７月１５日 第１７６６号
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瀬
戸
内
に
浮
か
ぶ
７
つ
の
島
を
舞
台
に
、
玄
関
口
と
な
る
高
松
港

か
ら
船
出
、
各
島
を
巡
り
鑑
賞
す
る
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
が
開
か
れ

ま
す
。
高
松
市
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
主
催
の
祭
典
名
は

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
」
。
７
月
１９
日
か
ら
１０
月
３１
日
ま

で
開
催
さ
れ
る
芸
術
祭
で
は
、
各
島
で
営
ま
れ
て
き
た
生
活
や
歴
史

に
焦
点
を
当
て
る
と
と
も
に
、
各
島
固
有
の
「
民
俗
」
と
「
現
代

ア
ー
ト
」
と
を
融
合
さ
せ
、
訪
れ
る
者
す
べ
て
に
対
し
瀬
戸
内
の
魅

力
を
存
分
に
伝
え
る
場
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
１８
の
国
と
地

域
か
ら
７５
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
参
加
す
る
芸
術

祭
は
、
地
域
と
世
界
が
交
わ
る
契
機
づ
く
り
を
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

舞舞
台台
はは
いい
にに
しし
ええ
のの

文文
化化
がが
息息
づづ
くく
島島
々々

古
来
よ
り
交
通
の
大
動
脈
と
し

て
重
責
を
担
っ
て
き
た
瀬
戸
内
海

で
は
、
行
き
交
う
船
が
瀬
戸
内
海

に
浮
か
ぶ
島
々
に
も
立
ち
寄
り
、

常
に
新
し
い
文
化
や
様
式
を
各
島

へ
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。
各
島
に

伝
わ
っ
た
文
化
や
様
式
は
、
次
第

に
島
固
有
の
民
俗
と
し
て
醸
成
さ

れ
、
「
美
し
い
景
観
」
「
伝
統
的

な
風
習
」
と
し
て
現
代
に
至
る
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
舞
台
と

な
る
７
つ
の
島
々
も
、
い
に
し
え

の
時
代
か
ら
新
し
い
文
化
や
様
式

を
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
島
々
に
含

ま
れ
ま
す
。
今
回
の
芸
術
祭
で
は
、

「
現
代
ア
ー
ト
」
と
い
う
新
た
な

文
化
が
世
界
各
国
・
各
地
域
か
ら

も
た
ら
さ
れ
、
各
島
固
有
の
民
俗

と
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
瀬
戸
内

の
魅
力
を
改
め
て
国
内
外
へ
発
信

す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

芸
術
祭
の
舞
台
と
な
る
７
つ
の

島
は
、
直
島
（
な
お
し
ま
）
、
豊

島
（
て
し
ま
）
、
女
木
島
（
め
ぎ

じ
ま
）
、
男
木
島
（
お
ぎ
じ
ま
）
、

小
豆
島
（
し
ょ
う
ど
し
ま
）
、
大

島
（
お
お
し
ま
）
、
犬
島
（
い
ぬ

じ
ま
）
。
各
島
に
加
え
、
島
々
を

結
ぶ
航
路
の
玄
関
口
・
高
松
港
周

辺
で
も
、
現
代
ア
ー
ト
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
７
つ
の
島
々
に
散
り
ば

め
ら
れ
た
ア
ー
ト
を
道
標
に
海
を

巡
る
冒
険
、
そ
れ
が
「
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
２
０
１
０
」
で
す
。

７７
つつ
のの
島島
々々
にに
はは

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
顔顔
がが

各
島
に
は
独
自
に
育
ま
れ
て
き

た
歴
史
や
風
俗
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
顔
が
あ
り
ま
す
。
愉
快
な
顔
、

楽
し
い
顔
、
美
し
い
顔
、
お
い
し

い
顔
、
近
代
化
産
業
を
担
っ
て
き

た
顔
、
そ
し
て
悲
し
い
顔
。
７
つ

の
島
が
持
つ
様
々
な
顔
も
含
め
、

芸
術
祭
で
は
現
代
ア
ー
ト
の
舞
台

と
し
て
い
ま
す
。

愉
快
な
顔
を
持
つ
島
と
い
え
ば

女
木
島
。
桃
太
郎
伝
説
を
残
す
大

洞
窟
が
女
木
島
に
は
あ
り
、
別
名

を
「
鬼
ヶ
島
」
と
い
い
ま
す
。
夏

は
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
が
盛
ん

で
、
女
木
島
か
ら
望
む
高
松
の
夜

景
も
美
し
く
、
楽
し
い
顔
を
持
つ

島
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
直
島
は
、
現
代
ア
ー
ト

の
聖
地
と
し
て
世
界
的
に
名
を
馳

せ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
ア
ー
ト
施

設
や
高
い
知
名
度
を
活
か
し
、
芸

術
祭
の
中
心
的
な
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
こ
の
島

も
楽
し
い
顔
を
持
っ
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

明
治
４２
年
に
開
設
さ
れ
た
も
の

の
約
１０
年
で
操
業
を
終
え
た
「
犬

島
精
錬
所
」
を
も
つ
犬
島
は
、
近

代
化
産
業
を
担
っ
て
き
た
顔
を
持

つ
島
。
平
成
１９
年
に
経
済
産
業
省

か
ら
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
と

し
て
認
定
さ
れ
た
島
で
あ
る
と
同

時
に
、
精
錬
所
を
活
用
し
た
現
代

ア
ー
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
る
島
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
悲
し
い
顔
を
持
つ

島
が
大
島
。
明
治
４２
年
に
ハ
ン
セ

ン
病
の
療
養
所
が
大
島
に
設
立
さ

れ
て
以
来
、
国
の
誤
っ
た
政
策
に

よ
り
強
制
隔
離
政
策
の
現
場
と
な

っ
た
島
で
す
。
悲
劇
の
過
去
を
持

市 政
ニュース

【
３
面
へ
続
く
】

「
非
日
常
」を
体
感
・
�
つ
の
島
へ

段々畑のように密集した男木島の民家。瀬戸の小島ならではの風情がある

アア
ーー
トト
とと
海海
をを
巡巡
るる
百百
日日
間間
のの
冒冒
険険

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０｜

高
松
市（
香
川
県
）

第１７６６号 平成２２年７月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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出出
展展
作作
品品
はは
１１８８
のの
国国

とと
地地
域域
かか
らら
７７５５
組組
がが

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

芸
術
祭
の
指
揮
を
取
る
の
は
、
財

団
法
人
直
島
福
武
美
術
館
財
団
理

事
長
を
務
め
る
福
武
總
一
郎
氏
。

同
財
団
は
、
「
直
島
ア
ー
ト
サ
イ

ト
」
や
、
旧
精
錬
所
遺
構
を
生
か

し
な
が
ら
循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル

と
し
て
提
示
し
た
「
犬
島
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
す
る
現

代
ア
ー
ト
の
先
駆
者
的
存
在
と
し

て
、
世
界
的
に
著
名
で
す
。

同
財
団
の
呼
び
か
け
も
あ
り
、

芸
術
祭
に
は
１８
の
国
と
地
域
か
ら

７５
組
が
参
加
。
作
品
は
、
７
つ
の

島
と
高
松
港
を
中
心
と
す
る
地
域

に
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
を

も
楽
し
ま
せ
ま
す
。

直
島
に
出
展
す
る
作
品
「
Ｉ
�

湯
」
は
、
実
際
に
入
浴
で
き
る
美

術
施
設
。
▽
銭
湯
と
し
て
島
民
か

ら
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
▽

現
代
ア
ー
ト
と
し
て
成
立
す
る
こ

と
―
―
の
両
立
を
目
指
し
た
作
品

と
し
て
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
高
松
港
な
ど
で
展

開
さ
れ
る
「
高
松
う
み
あ
か
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
市
民
の
手

に
よ
る
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
作
家
の
指
導
の

下
、
誰
も
が
簡
単
に
扱
え
る
針
金

と
紙
を
用
い
た
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
完

成
し
た
の
ち
に
港
と
商
店
街
に
展

示
さ
れ
、
市
内
を
彩
り
ま
す
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
に
よ
る
作
品
ば

か
り
で
な
く
、
市
民
参
加
に
よ
る

作
品
が
展
示
さ
れ
る
の
も
、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
の
見
所
で
す
。

フフ
リリ
ーー
乗乗
車車
券券
なな
どど

鑑鑑
賞賞
者者
のの
利利
便便
配配
慮慮

芸
術
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
「
芸

術
祭
フ
リ
ー
乗
船
２
日
券
」
も
発

売
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
や
電
車
な
ど
で
は
「
フ
リ
ー

乗
車
券
」
の
発
売
は
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
船
を
対
象
と
し
た
試

み
は
日
本
初
。
関
係
者
の
努
力
の

賜
物
と
い
え
ま
す
。

乗
船
券
の
対
象
は
▽
芸
術
祭
の

玄
関
と
な
る
高
松
港
・
宇
野
港
か

ら
会
場
と
な
る
７
つ
の
島
を
結
ぶ

経
路
▽
７
つ
の
島
ど
う
し
を
結
ぶ

経
路
―
―
に
該
当
す
る
全
て
の
有

料
航
路
。
フ
ェ
リ
ー
、
高
速
旅
客

船
の
区
別
な
く
、
２
日
間
な
ら
何

度
で
も
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
８
社
１１
航
路
１９
区
間
、
１
日

あ
た
り
だ
と
約
１
０
０
便
に
乗
り

放
題
と
な
る
乗
船
券
は
、
規
模
・

内
容
と
も
に
画
期
的
な
も
の
。
販

売
価
格
も
割
安
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
鑑
賞
者
に
対
す
る
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
１
作
品
に
対
し
鑑

賞
を
１
回
に
限
定
す
る
も
の
の
、

会
期
中
の
有
効
期
限
を
切
ら
な
い

作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
も
準
備

し
、
さ
ら
な
る
鑑
賞
者
へ
の
利
便

性
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
係
者
で
は
、
芸
術
祭
に
対
す

る
取
り
組
み
が
瀬
戸
内
海
全
域
へ

と
広
が
る
よ
う
期
待
し
つ
つ
、
３

年
ご
と
の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
芸
術
祭
は
、
記
念
す

べ
き
第
１
回
目
。
世
界
に
冠
た
る

芸
術
祭
へ
と
育
む
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
事
業
は
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
開
催
前
か
ら
国
内
外

の
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
芸

術
祭
は
、
一
見
の
価
値
大
で
す
。

つ
島
と
い
え
ま
す
。

芸
術
祭
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
各
島
が
持
つ
様
々
な
顔
を
踏

ま
え
た
展
開
方
針
を
設
け
、
準
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

女木島の集落に築かれた防風防潮用の石垣「オオテ」。独特
の島の景観を醸成、訪れた全ての者を魅了する（上写真）
大竹伸朗／graf 直島銭湯「Ｉ�湯」撮影・渡邉修（下写真）

高松－椿昇 高松うみあかりプロジェクト
（参考画像：京造ねぶたワークショップ作品 ２００９年）
作家の指導を受け、市民が自らの手で作品を創造するプロジェク
トとして芸術祭を盛り上げる。ねぶたのように針金で型を作り和紙
を貼って仕上げていく。世代を超えたグループでの共同作業を通じ
て完成した作品達が、光るオブジェとして港やまちに並ぶ日も近い

「芸術祭フリー乗船２日券」を利用すれば
期間中（７月１９日～１０月３１日）は７つの島々
を結ぶ８社１１航路１９区間が乗り放題となる

【芸術祭会場への航路】

（３） 平成２２年７月１５日 第１７６６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更
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��

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更

議議
員員
提提
出出
にに
よよ
るる

議議
案案

「
議
員
提
出
に
よ
る
議
案
別
件

数
（
調
査
結
果
本
文
２１
ペ
ー
ジ
参

照
）
�
表
１
」
に
よ
る
と
、
２１
年

中
に
議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ
れ

た
「
議
案
総
件
数
」
は
１
万
３
８

９
件
。
１
市
平
均
１２
・
９
件
に
及

ん
で
い
る
。

内
訳
別
で
は
「
意
見
書
案
」
が

６
５
１
７
件
と
最
も
多
く
、
全
体

の
６３
％
。
次
い
で
「
そ
の
他
の
議

案
」
が
１
６
６
９
件
、
「
条
例
案
」

が
１
２
９
４
件
、
「
決
議
案
」
が

７
４
６
件
、
「
規
則
案
」
が
１
６

３
件
と
続
く
。

参
考
ま
で
に
前
年
（
２０
年
中
）

と
比
べ
る
と
、
「
議
案
総
件
数
」

は
前
年
の
１
万
２
３
４
２
件
か
ら

約
１
９
５
０
件
減
少
。
内
訳
別
で

は
、
「
条
例
案
」
が
１
２
０
２
件

か
ら
９２
件
増
加
、
「
規
則
案
」
が

５
９
４
件
か
ら
４
３
１
件
減
少
、

「
意
見
書
案
」
が
８
１
４
２
件
か

ら
１
６
３
５
件
減
少
す
る
な
ど
、

結
果
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
た
。

な
お
、
議
員
提
出
議
案
１
万
３

８
９
件
の
議
決
態
様
別
件
数
に
つ

い
て
は
、
「
原
案
可
決
」
が
９
０

９
８
件
と
最
も
多
く
、
全
体
の
８８

％
。
次
い
で
「
否
決
」
が
１
１
３

７
件
（
１１
％
）
、
「
審
議
未
了
・

撤
回
・
そ
の
他
」
が
７７
件
（
０
・

７
％
）
、
「
継
続
審
査
」
が
５６
件

（
１
％
）
な
ど
と
な
っ
た
。

前
号
に
続
き
、
本
会
が
平
成
２１
年
１２
月
３１
日
現
在
の
全
国
８
０
６

市
（
東
京
都
２３
区
を
含
む
）
を
対
象
に
実
施
し
た
「
市
議
会
の
活
動

に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

▼
議
長

▽
東
金

松
戸

進
（
５
・
１２
）

▽
泉
大
津

�
村

譲
（
５
・
１２
）

▽
河
内
長
野

増
田
正
博
（
５
・
１２
）

▽
大
阪
狭
山

西
尾
浩
次
（
５
・
１２
）

▽
美
馬

藤
川

俊
（
５
・
１２
）

▽
伊
那

伊
藤
泰
雄
（
５
・
１３
）

▽
藤
岡

神
田
省
明
（
５
・
１３
）

▽
日
高

岩
瀬
昭
一
（
５
・
１３
）

▽
碧
南

木
村
健
吾
（
５
・
１３
）

▽
蒲
郡

鈴
木
八
重
久
（
５
・
１３
）

▽
江
南

岩
田
一
洋
（
５
・
１３
）

▽
鈴
鹿

野
間
芳
実
（
５
・
１３
）

▽
羽
島

安
井
善
保
（
５
・
１３
）

▽
美
濃

佐
藤
好
夫
（
５
・
１３
）

▽
明
石

住
野
勝
美
（
５
・
１３
）

▽
砺
波

井
上
五
三
男
（
５
・
１４
）

▽
下
野

岡
本
鉄
男
（
５
・
１４
）

▽
磐
田

河
島
直
明
（
５
・
１４
）

▽
北
名
古
屋

長
瀬
悟
康
（
５
・
１４
）

▼
副
議
長

▽
東
金

早
野

誠
（
５
・
１２
）

▽
泉
大
津

小
林
修
平
（
５
・
１２
）

▽
河
内
長
野

岸
本
秀
俊
（
５
・
１２
）

▽
大
阪
狭
山�

岡
由
利
子
（
５
・
１２
）

▽
美
馬

原

政
義
（
５
・
１２
）

▽
伊
那

飯
島
尚
幸
（
５
・
１３
）

▽
藤
岡

山
田
朱
美
（
５
・
１３
）

▽
日
高

石
井
幸
良
（
５
・
１３
）

▽
碧
南

竹
内
廣
治
（
５
・
１３
）

▽
蒲
郡

喚
田
孝
博
（
５
・
１３
）

▽
江
南

野
下
達
哉
（
５
・
１３
）

▽
鈴
鹿

大
杉
吉
包
（
５
・
１３
）

▽
羽
島

糟
谷
玲
子
（
５
・
１３
）

▽
美
濃

児
山
廣
茂
（
５
・
１３
）

▽
明
石

出
雲
晶
三
（
５
・
１３
）

▽
砺
波

稲
垣

修
（
５
・
１４
）

▽
下
野

松
本
賢
一
（
５
・
１４
）

▽
磐
田

加
藤
治
吉
（
５
・
１４
）

▽
北
名
古
屋

平
野
弘
康
（
５
・
１４
）

▼
事
務
局
長

▽
東
金

佐
瀬
豊
明
（
５
・
１
）

▽
７
月
２１
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
後
３
時
、

那
覇
市
）

▽
７
月
２２
日

地
方
行
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
都
市
セ

ン
タ
ー
会
館
）

▽
７
月
２６
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
７
月
２９
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
８
月
６
日

広
域
行
政
圏
市
議

会
協
議
会
�
監
事
会
議
（
午
後

１
時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
午
後
２
時
半
、
同
）

▽
つ
く
ば
市
（
茨
城
県
）

〒
３
０
５
―
８
５
５
５

つ
く
ば
市
苅
間
２
５
３
０
番
地

２�
０
２
９（
８
８
３
）
１
３
２
２

ＦＡＸ
０
２
９（
８
６
８
）
７
６
３
５

▽
泉
南
市
（
大
阪
府
）

�
０
７
２（
４
８
３
）
０
０
０
８

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
な
し

委委
員員
会会
提提
出出
にに
よよ

るる
議議
案案

平
成
１８
年
の
自
治
法
改
正
に
よ

り
、
従
来
の
法
第
１
１
２
条
及
び

１
４
９
条
に
よ
る
議
員
に
よ
る
提

案
権
に
加
え
、
第
１
０
９
条
で
常

任
委
員
会
へ
の
議
案
提
出
が
認
め

ら
れ
た
。

平
成
２１
年
中
の
「
委
員
会
提
出

に
よ
る
議
案
別
件
数
」
は
表
２
の

と
お
り
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
総
件
数
」

は
１
６
９
８
件
で
１
市
平
均
の
件

数
は
２
・
１
件
と
な
っ
た
。

内
訳
を
見
る
と
、「
意
見
書
案
」

が
１
１
４
４
件
で
最
も
多
く
、
全

体
の
６７
％
。
次
い
で
「
条
例
案
」

が
２
７
２
件
、
「
決
議
案
」
が
１

１
０
件
、
「
そ
の
他
」
が
９７
件
、

「
規
則
案
」
が
７５
件
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
「
議
案
別
の
議
決
態
様

件
数
」
で
は
、
「
原
案
可
決
」
が

１
６
８
１
件
と
９９
％
を
占
め
て
お

り
、
委
員
会
提
出
議
案
の
可
決
割

合
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。

議議
会会
人人
事事

【表１】議員提出による議案別件数
（平成２１年１月１日～１２月３１日、８０６市）

計

２，６２７

２，８０７

２，４７５

７２５

５７９

４３３

２３７

５０６

１０，３８９

その他

４２５

５２２

４４３

１２４

４９

４４

１５

４７

１，６６９

決議案

２３６

２０２

１５９

４４

２５

２７

１８

３５

７４６

意見書案

１，５７４

１，６５４

１，５２８

４７６

４４５

３１０

１６９

３６１

６，５１７

規則案

３９

５４

４２

７

１０

６

０

５

１６３

条例案

３５３

３７５

３０３

７４

５０

４６

３５

５８

１，２９４

５万未満
（２５４市）

５～１０万未満
（２６６市）

１０～２０万未満
（１５９市）

２０～３０万未満
（４３市）

３０～４０万未満
（３０市）

４０～５０万未満
（２１市）

５０万以上
（１５市）

指定都市
（１８市）

全市
（８０６市）

【表２】委員会提出による議案別件数
（平成２１年１月１日～１２月３１日、８０６市）

計

６２８

５６５

２８０

７１

４０

４０

１４

６０

１，６９８

その他

４４

２１

１９

３

２

４

０

４

９７

決議案

３５

３７

２１

５

０

４

０

８

１１０

意見書案

４２２

３９２

１７４

４９

２７

２６

１３

４１

１，１４４

規則案

２６

２７

１２

４

３

２

０

１

７５

条例案

１０１

８８

５４

１０

８

４

１

６

２７２

５万未満
（２５４市）

５～１０万未満
（２６６市）

１０～２０万未満
（１５９市）

２０～３０万未満
（４３市）

３０～４０万未満
（３０市）

４０～５０万未満
（２１市）

５０万以上
（１５市）

指定都市
（１８市）

全市
（８０６市）

市市
議議
会会
活活
動動
のの
実実
態態

議
員
・
委
員
会
提
出
に
よ
る
議
案
状
況
な
ど

第１７６６号 平成２２年７月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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